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≪会長あいさつ≫

　新しい吉田校区コミュニティ協議会が発足してから早５年

が経過しました。協議会へのスムーズな移行も、ひとえに各

集落公民館長さん方を始め、校区の会員の皆様方関係団体長さ

ん方の深いご理解とご協力のたまものでした。

　さて、発足７年目の令和５年度は、２期目のコミュニティプラン（吉田校区振

興５カ年計画）策定の準備の年となっており、プラン策定委員会を発足して、そ

の準備に全力を傾注してまいりました。

　アンケートでの要望や意見を委員会で審議し、これから５年間の校区の振興計

画づくりの参考にしました。寄せられた皆様の生の声を熟読しました。校区住民

の会員の皆様が豊かで安心安全な生活ができるように、コミュニティ協議会を運

営していきたいと強く自覚しました。

　年初め能登半島地震の衝撃的な災害を目の当たりにし、吉田校区コミュニティ

協議会が「校区のリーダー的存在」として、防災計画の立案や防災意識の啓発に

集落・自治会・町内会、校区の皆さんと連携して取り組まなければならないと強

く感じました。

　設立のスローガン「元気はつらつ吉田郷、絆あふれる吉田校区」を目指しがん

ばります。これからも皆様方のより一層のご理解とご協力をお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年４月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田校区コミュニティ協議会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会　長　　　赤松　則夫
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Ⅰ．吉田校区コミュニティ協議会 組織構成図 
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防火防災活動の活性化 
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校区社協との連携による

高齢者見守り 

防災組織検討 

家庭教育学級活性化 

各活動への協力 

・合同七草祝い 

・校区内道路清掃 

・ﾋｶﾞﾝﾊﾞﾅﾛｰﾄﾞ清掃 

・声掛けあいさつ運動 

・集落鬼火焚き協力 

体育行事の準備運営 

・地域おこし大会参加 

・校区内大会運営 

各ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 

ｿﾌﾄﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ大会 
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地域運動会 
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運営委員会 

年 4 回開催 

活動計画の審議 
《構成メンバー》 
役員 
公民館長 16 名 
小・中学校長 
小・中学校 PTA 会長 
校区社会体育部長 
スポーツ推進員 
あいご会長 
成人学級長 
校区社協会長 
民生委員代表 
佐多浦消防分団長 
東西会長 
吉田交番 
JA鹿児島みらい支店長 

吉田麓郵便局長 
吉田保育園長 
有識者 

総員 34 名 

役員会 10 名 

会長・副会長 

 専門部長 4 名 

 副部長   4 名 

開催 ； 随時 

（運営委員会の事前

調整 他） 

予算計画・事業実

施状況等 

事務局  ３名 

月 ・ 水 ・ 金 ・ 
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Ⅱ．「吉田校区コミュニティ協議会」の基本運営方針 

☆まちづくりスローガン  

  『元気はつらつ吉田郷 絆あふれる吉田校区』 

        設立 ； 平成２９年（2017年）４月１日 

《設立目的》 

 吉田校区内の 1６集落自治公民館をはじめとする既存の地域コミュニテ

ィ組織に加え、校区内で活動している各種団体や事業者等が連携・協力し、

地域主体の校区づくりに取り組む事を目的とする。 

《運営方針》 

(1)  校区民が思いやりと共助の連帯意識を持って、校区の発展と生活 

環境の整備を図る。 

(2)  校区民総参加により、一人一人が自分の出来ることで、お互いの 

力を結集し、活力のある住みよい校区づくりを推進する。 

(3)  校区民みんなで吉田の美しい田園風景を誇りにしながら、子ども 

  たちを大切にし、夢や希望を持ち、ともに尊重し合い、感謝の気 

  持ちに満ちあふれた安らぎのある校区づくりを推進する。 

(4)  みんなでつくる校区づくりを基本に、規約に基づき、役割を分担 

し、組織的に活動を進めるとともに、専門部の主体的で積極的な 

活動の充実に努める。また、それぞれが役職・役割を理解し、責 

任をもってその任に当たる。 

(5)  各種構成団体等の特徴を生かしながら、連携・協調を図り、効率 

的な事業推進に努める。 

(6)  校区の課題やまちづくり 

への住民の声を大切にした 

コミュニティプラン（地域 

振興計画）をもとに、自助・ 

共助による校区づくりの振 

興を目指すとともに、関係 

行政との連携による活動 

（公助）の充実を図る。 

                  

コミュニティ協議会発足総会 2017 年 4 月 

 再掲載 
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Ⅲ．吉田校区コミュニティプラン（ 5カ年計画） 

(1)  第１期プランの到達状況 

 吉田校区は１６集落で構成されています。高齢化や人口減少が進行 

しつつあり、５年前に比較して人口 100 名、公民館加入世帯 100世帯 

が減少しています。住民の高齢化や減少で一部の集落では公民館組織 

の運営に支障が出始めているところもあります。この５年間の活動で 

道路環境・買い物や通院の交通手段の確保など、校区内での努力だけ 

では困難な課題の積み残しもありました。 

   一方、校区内では多くの事業に取り組んでおり、新しい活動や長く 

  中断していた事業が復活した事例、また活動や行事に新しい顔ぶれの 

  参加があったことなど、多くの前進を図ることもできています。 

 

① 【校区内人口の現状】             令和５年４月  

 東佐多 西佐多 合  計 

男    ３０９名 ３７７名 ６８６名 

女 ３６６名 ４６３名   ８２９名 

合計 ６７５名 ８４０名 １,５１５名 

※本城町（宇都谷 １３名）  本名町（前宗 ７名） 

 

② 【集落戸数（公民館加入世帯数）の推移】 平成 30年⇒令和５年 

城内南 46 ⇒39 西麓 70 ⇒70 前宗 8 ⇒ 4 

城内北 30 ⇒23 桑之丸 49 ⇒28 西中 46 ⇒40 

東下 54 ⇒50 塩杣 18 ⇒15 提水流 41 ⇒43 

東麓上 51 ⇒48 鵜木 56 ⇒44 宇都谷 12 ⇒ 9 

東麓下 97 ⇒81 舟ケ平 25 ⇒10 合 計 692⇒581 

表郷 85 ⇒73 本宗 ４ ⇒ 4   

 

③ 【小・中学校児童生徒数の推移】 

 平成 30年 令和５年 

吉田小学校   88名   65名 

吉田北中学校   28名   35名 

 小中合計  116名   100名 
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④ 【校区全体の状況】 

《第１期プランの成果》 

〇 平成 29年（2017年）４月に吉田校区コミュニティ協議会として設 

立し、令和元年に第１期プランを策定して活動してきました。 

 この５年間で、要望の多い県道整備の課題は遅れているが、下記のよ 

うな、いくつかの成果が生まれました。①長年陳情を続けてきた「思 

川河川の整備」②地域活性化住宅の建設 ③西下田ノ神棒踊りが有志 

の協力と北中生徒との活動で再開 ④校区合同の戦没者慰霊祭の再 

開 ⑤成人学級内に卓球サークルを結成して健康づくり励んでおり、 

北中卓球部との交流試合開催 ⑥旧吉田小校舎のトイレの洋式化  

⑦ 校区内道路の部分的な改修等また、各スポーツ行事や道路清掃な 

どのボランティア行事への新しいメンバーの参加もあり地域活性化 

の原動力となっています。 

 

《第２期プランに向けた現状と全体課題》 

〇 新たな５カ年計画を作成するにあたり、地域の皆さんに再びアンケ 

ートのご協力をお願いし３９９件の回答を頂きました。熱心に手書き 

で意見を頂いた皆さんに感謝です。 

アンケートの結果で「世帯主の年齢」60～69歳 27.9⇒20.2％ 70～ 

79歳 25.2⇒33.5％ 80～89 歳 17.5⇒19.1％となっており、前回アン 

ケートから５年の経過の中で、校区居住者の中心年齢が 60 代から 70 

代に徐々に移行してきていることが見えます。 

県道問題や過疎化・高齢化・児童生徒が少ない・耕作放棄地問題等々、 

多岐にわたるご意見がありました。地域だけの対応では困難な項目も 

ありますが、校区の活性化に向けた課題として以下に整理しました。 

 

《方針・課題》 

 〇 問題点と課題 

  ・道路問題（県道が狭く通行車両の増加に伴う 

事故などの危険性の増加や歩道の整備の課題。 

・市道脇の除草や立木の伐採が追い付かない課題 

・人口の減少と高齢化による耕作放棄地の増加や空き家の増加対策 

・公民館運営の問題（公民館員の減少、高齢化、脱退、役員のなり手 

不足） 

・各種行事やスポーツ行事、ボランティア活動への、幅広い年齢層の 

積極的な参加の推進。 

・校区内の防災組織の検討（令和６年１月の「能登半島地震」の教訓化） 
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(2)  専門部会の現状と課題 

①【まちづくり部会】 

《現 状》 

〇 「まちづくり活動」として、コミュニティ協議会主催の各種行事の 

他にボランティア団体「東西会」や「校区社会福祉協議会」との協同 

事業に取り組んでいる。 

  コロナの影響で、この４年間ほどは、いろいろな 

行事が中止となっていたが、再開もできるように 

なってきた。各行事への参加者の固定化が懸念 

される中、最近は、新しい顔ぶれの参加者も得られている。 

   
 《方針・課題》 

 〇 校区の実情や校区民の声の把握に努め、各団体と連携しその特長を 

  生かしながら、笑顔溢れる安らぎある校区づくりを積極的に推進する。 

 〇 まちづくりの基盤である各集落自治公民館の活動が、一部で人口の 

減少や高齢化に伴い後退してきている。集落内での絆を強め活性化を 

図るための検討に取り組む。 

 〇 広報活動の充実に努め、情報の共有を図ることで住民主体の地域づ 

  くりへの意識を高めるとともに積極的な参加を促す。 

 〇 吉田の郷土芸能や史跡をまとめの、「特集号」の制作に取り組む。 

  

②【安心安全部会】 

 《現 状》 

〇 暗がりチェックや危険個所や防犯灯、カーブミラーなどの点検活動 

を行っている。専門部会の中で委員相互に状況を出し合い現状の把握 

に努めている 

〇 住民の高齢化も進行する中、校区社会福祉協議会とも連携して、声 

掛けや見守りなどの活動にも取り組んでいる。 
 
 《方針・課題》 

〇 今回行ったアンケート調査で出された、道路や歩道に関する意見 

  の具体的な現場検証に取り組み、危険な状況を把握して個別対応に 

ついて行政への発信や、運営委員会全体での検討をすすめる。 

〇 地域の安心安全の確保のため、火災や地震、危険個所等の防災意識 

  の向上に努め、防災組織の在り方を検討する。 

 〇 交通事故や犯罪の未然防止活動とともに、防災上の危険個所点検等 

を実施することで、防犯防災活動の啓発・充実を図る。 

 〇 学校のｽｸｰﾙｿﾞｰﾝ委員会とも連携し、防災マップの作成に取り組む。 
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③【青少年育成部会】 

《現 状》 

〇 小中学校の先生やあいご会、保育園、自治公民館長などを中心に、 

 活動している。地域の人々との協同でスポーツ大会（ふれあいグラウ 

ンドゴルフ）や地域行事ができることは、大きな力になっている。 

 〇 各集落独自のあいご会活動は、児童減のため低調になってきている。 

  
《方針・課題》 

 〇 健全な青少年育成のため、あいご会活動の支援に努める。 

 〇 青少年の健やかな成長を願い家庭・学校・地域がそれぞれの役割を 

果たし、連携して地域の教育力を生かした活動を推進していく。 

 〇 子どもの登校見守りやあいさつ運動などの取り組みを強化する。 

 〇 小中学校ＰＴＡ・おやじの会・あいご会と連携しながら活動を計画 

  的に推進する。 

 〇 令和７年は「吉田小学校創立 150 周年記念」の年になることから、 

地域としての支援活動を計画する。（吉田の史跡の特集号作成等） 

 

④【社会体育部会】 

《現 状》 

〇 １期プラン中はコロナの影響もあり、多くの行事が中止となったが 

最近はほぼ復活してきた。各集落の体育部長選出はひとつの集落から 

新規の選出があり一歩前進できた。 

 〇 スポーツ行事に出場できない小規模集落が増加傾向にある。一方 

近年は新しいメンバーの参加者もあり若手の参加者の皆さんの協力 

も大きく、大会成功の大きな後押しとなっている。 
 
 《方針・課題》 

〇 地域住民の連帯意識を高めるための交流の場として、各種スポーツ 

 ツ行事を開催する。 

 〇 健康の保持増進を図るため、誰でも親しめる体力づくりを推進する 

  とともに、健康づくりに関する講座や講演会をとおして、日頃から健 

康で安全な生活に対する意識を高める。 

 〇 スポーツ行事を通して、心に安らぎや潤いが 

注がれる明るく美しい地域環境づくりに努める。 

〇 高齢者や児童生徒も楽しめるような、手軽で 

負担の少ない新しいスポーツ活動について、校 

区社協や成人学級とも連携して検討する） 
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で
き
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

3
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と
の
連

携
 

引
き
続
き
「
東
西
会
」
と
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支

援
す
る
。
組
織
の
活
動
資
金
不
足
も
あ
り
助
成
金
の
見

直
し
を
検
討
す
る

 

地
域
の
中
で
も
比
較
的
若
手
の
参
加
で
地
域
全

体
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進
と
活
気
づ
く
り
に

役
立
て
る

 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

4
 

情
報
の
発
信

 

・「
た
よ
り
」
の
発
行
回
数
を
増
や
す

 

・
防
災
無
線
に
よ
る
行
事
案
内
等
の
校
区
内
一
斉
放
送

 

・
集
落
の
独
自
行
事
の
放
送

 

地
域
住
民
に
、
校
区
内
外
の
活
動
を
広
報
し
て

話
題
作
り
を
推
進
し
、
集
落
行
事
の
情
報
収
集

に
役
立
て
る

 

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

5
 

防
災
組
織
設
立
の
検
討

 
近
年
の
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
、
集
落
及
び

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
防
災
活
動
や
組
織
の
検
討

 

集
落
・
コ
ミ
ュ
協
・
行
政
の
連
携
が
図
れ
る
組

織
と
し
て
日
常
的
な
災
害
対
策
に
取
組
め
る

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

6
 

関
係
機
関
へ
の
陳
情
・
請
願
の

活
動

 

道
路
、
河
川
、
公
園
・
遊
び
場
等
の
整
備
に
つ
い
て
関

係
機
関
へ
陳
情
・
請
願
活
動
を
行
う

 

重
た
い
テ
ー
マ
だ
が
、
地
道
に
取
り
組
む
こ
と

で
行
政
へ
要
望
を
伝
え
る

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

7
 

人
材
の
育
成

 
各
行
事
で
若
い
人
た
ち
が
参
加
し
や
す
い
日
程
の
検
討

な
ど
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
材
の
参
加
を
追
求
す
る

 

各
組
織
の
役
員
等
の
高
齢
化
対
策
と
し
て
、
若

手
の
採
用
で
組
織
の
活
性
化
が
図
れ
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

8
 

女
性
の
活
躍
の
場
作
り
や
外

国
人
労
働
者
と
の
交
流

 

い
ろ
い
ろ
な
行
事
の
企
画
段
階
か
ら
女
性
の
参
加
や
地

域
に
居
住
す
る
外
国
人
労
働
者
と
の
交
流
を
進
め
る

 

交
流
や
意
見
の
広
が
り
で
活
動
や
計
画
の
幅
が

広
が
る
 
地
域
事
業
所
と
の
連
携
の
強
化

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

9
 

耕
作
放
棄
地
・
空
き
家
対
策

 
高
齢
化
に
よ
る
農
家
の
廃
業
な
ど
、
耕
作
放
棄
地
や
空

き
家
の
調
査
及
び
対
応
策
の
検
討

 

関
係
す
る
行
政
や
、
各
集
落
内
で
の
話
し
合
い

に
よ
り
情
報
の
共
有
化
を
図
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

1
0
 
地
域
の
交
通
手
段
の
多
様
化

 
免
許
返
納
な
ど
に
よ
る
買
い
物
や
通
院
等
が
困
難
な
住

民
の
支
援
に
つ
い
て
検
討
す
る

 

公
共
交
通
機
関
や
地
域
で
の
送
迎
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
課
題
と
し
て
検
討
す
る

 
 

 
〇

 
〇

 
〇
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②
 
 
≪
ま
ち
づ
く
り
部
会
≫

 

番 号
 

事
 
業
 
名

 
事
 
業
 
内
 
容

 
事
 
業
 
効

 
果

 
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

６
 

７
 

８
 

９
 

1
0
 

1
 

専
門
部
会
の
分
担
調
整

 
専
門
部
会
が
分
担
し
て
い
る
「
分
野
」
を
見
直
し
、
作
業

の
平
準
化
を
検
討
す
る

 

ま
ち
づ
く
り
部
会
に
集
中
し
て
い
る
事
業
を

平
準
化
す
る

 
 

 
〇

 
〇

 
〇

 

2
 

校
区
合
同
行
事
の
開
催

 
「
合
同
七
草
祝
い
」「
合
同
敬
老
祝
賀
会
」「
戦
没
者
合
同

慰
霊
祭
」「

合
同
歓
送
迎
会
」
の
開
催
と
内
容
工
夫

 

年
間
計
画
に
沿
っ
て
開
催
し
、
参
加
者
の
幅

を
広
げ
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

4
 

校
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

連
携

 

高
齢
者
の
見
守
り
、
サ
ロ
ン
・
お
達
者
ク
ラ
ブ
・
敬
老

会
・
七
草
祝
い
会
等
の
校
区
福
祉
活
動
へ
の
協
力

 

校
区
社
協
と
の
連
携
を
深
め
共
催
す
る
こ
と

で
成
果
の
共
有
化
が
図
れ
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

5
 

成
人
学
級
の
運
営

 

勉
強
会
で
各
種
知
識
の
習
得
と
実
践
力
を
図
り
、
校
区

内
成
人
の
交
流
親
睦
を
図
る
た
め
新
規
参
加
者
の
幅
を

広
げ
る

 

組
織
の
活
性
化
や
魅
力
あ
る
学
習
内
容
の
検

討
で
、
各
行
事
の
充
実
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

6
 

女
性
学
級
の
設
立

 
女
性
の
参
加
と
活
躍
の
場
を
拡
充
す
る
た
め
の
、
組
織

作
り
の
準
備
を
進
め
、
設
立
へ
の
協
力
を
す
る

 

校
区
内
の
女
性
の
人
材
発
掘
に
よ
っ
て
活
動

の
輪
が
広
が
る

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

7
 

広
報
活
動
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

協
議
会
だ
よ
り
）

 

事
業
計
画
や
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
取
材
や
編
集
作
業

の
体
制
を
強
化
し
発
行
回
数
を
増
や
す

 

地
域
住
民
同
士
の
情
報
の
共
有
化
を
す
す
め

る
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

8
 

郷
土
芸
能
の
保
存
・
振
興

 

郷
土
芸
能
の
保
存
や
復
活
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

 

児
童
・
生
徒
へ
の
指
導
で
文
化
の
継
承
を
強
化
す
る

 

 

地
域
の
文
化
を
育
む
気
風
を
育
て
る
。
学
校

文
化
祭
や
運
動
会
で
の
披
露
の
場
が
広
が
る

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

9
 

地
域
事
業
者
及
び
団
体
と
の

連
携

 

構
成
団
体
以
外
と
の
連
携
を
広
め
福
祉
、
防
災
、
子
育

て
等
の
地
域
力
を
高
め
る

 

協
議
会
参
加
の
事
業
所
以
外
に
も
、
活
動
や

連
携
の
輪
を
広
げ
る

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

1
0
 
道
路
等
の
環
境
整
備

 
年

3
回
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
県
道
等
の
清
掃
及

び
市
道
の
草
払
い
を
行
う
（
県
道
は
不
可
）

 

県
道
や
思
川
沿
い
の
清
掃
・
整
備
を
行
う
こ

と
で
、
校
区
の
環
境
を
整
え
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

1
1

 
空
き
地
・
空
き
家
の
調
査
・

活
用

 

校
区
内
の
調
査
を
行
い
、
市
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
等
、
情

報
の
発
信
を
行
い
適
切
な
管
理
と
活
用
を
呼
び
か
け
る

 

行
政
と
の
連
携
強
化
、
情
報
の
収
集
が
図
れ

る
 

 
 

〇
 
〇

 
〇
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③
 
 
≪
安
心
安
全
部
会
≫

 

番
号

 
事
 
業
 
名

 
事
 
業
 
内
 
容

 
事
 
業
 
効

 
果

 
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

６
 

７
 

８
 

９
 

1
0
 

1
 

道
路
の
危
険
個
所
の
点
検

 

地
域
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
た
県
道
、
市
道
、
歩
道
等
の

整
備
や
地
域
の
危
険
個
所
の
現
地
調
査
と
対
策
の
検
討

 

プ
ラ
ン
作
り
ア
ン
ケ
ー
ト
で
出
さ
れ
た
意
見

の
現
場
検
証
な
ど
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と

で
情
報
の
共
有
化
が
図
れ
る

 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

2
 

交
通
安
全
活
動

 

登
下
校
時
の
見
守
り

 

・
信
号
機
、
標
識
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
等
の
点
検
活
動

 

・
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
委
員
会
な
ど
と
協
力
し
て
交
通
事

故
、・

危
険
個
所
の
点
検
を
行
う

 

・
地
域
住
民
同
士
で
の
活
動
ス
タ
イ
ル
を
研
究
す
る

 

児
童
生
徒
、
地
域
へ
の
安
全
啓
蒙
に
よ
り
安

全
意
識
の
高
揚
を
図
れ
る

 

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

3
 

暗
が
り
・
危
険
個
所
の
点
検

 
定
期
的
に
暗
が
り
・
危
険
個
所
、
空
き
家
及
び
廃
屋
等

の
巡
視
活
動
を
行
う

 

危
険
個
所
や
空
き
家
情
報
の
把
握
に
よ
り
ス

ム
ー
ス
な
対
応
が
期
待
で
き
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

4
 

防
犯
・
防
災
マ
ッ
プ
作
成

 

学
校
の
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
委
員
会
で
作
成
し
て
い
る
防

災
マ
ッ
プ
を
も
と
に
、
校
区
内
の
危
険
区
域
、
廃
屋
、

外
灯
な
ど
確
認
し
、
マ
ッ
プ
の
整
備
に
取
り
組
む

 

「
子
ど
も
１
１
０
番
」
の
家
を
確
認
で
き
意

識
の
高
揚
が
図
れ
る

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

5
 

校
区
社
協
と
の
連
携
活
動

 

高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
方
々
の
見
守
り
や
声
掛
け
な

ど
、
集
落
の
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
の
連
携
を
強
化
す

る
 

校
区
社
協
と
安
心
安
全
部
会
の
連
携
が
強
化

で
き
、
見
守
り
活
動
が
ス
ム
ー
ス
に
で
き
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

6
 

警
察
署
と
の
連
携
・
情
報
共

有
 

吉
田
交
番
と
も
連
携
し
、
防
犯
に
向
け
た
情
報
を
収
集

し
て
共
有
し
、
巡
回
強
化
の
要
請
に
も
取
り
組
む

 

年
４
回
の
部
会
の
協
議
の
場
で
、
情
報
を
全

員
が
把
握
し
、
各
組
織
へ
伝
達
が
進
め
ら
れ

る
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

7
 

防
災
組
織
の
検
討

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
全
体
と
、
各
集
落
組
織
と
行
政

と
の
防
災
組
織
の
在
り
方
を
検
討
す
る

 

 

校
区
内
全
体
の
防
災
組
織
作
り
を
す
す
め
、

校
区
の
防
災
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

8
 

防
火
防
災
の
訓
練

 
火
災
訓
練
や
防
災
避
難
訓
練
な
ど
、
校
区
全
体
で
の
訓

練
に
つ
い
て
検
討
す
る

 

地
域
の
防
火
・
防
災
の
意
識
が
高
ま
る

 
 

 
〇

 
〇

 
〇
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④
 
 
≪
青
少
年
育
成
部
会
≫

 

番 号
 

事
 
業
 
名

 
事
 
業
 
内
 
容

 
事
 
業
 
効

 
果

 
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

６
 

７
 

８
 

９
 

1
0
 

1
 

校
区
内
道
路
の
美
化
作
業

 

校
区
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
て
、
地
域

住
民
・
児
童
生
徒
合
同
で
校
区
内
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
や

旧
吉
田
小
跡
地
の
清
掃
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

掃
除
活
動
の
取
り
組
み

 

事
故
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
地
域
の
清
掃
活

動
に
校
区
民
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、

地
域
住
民
と
し
て
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る

 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

2
 

東
西
会
十
五
夜
祭
り

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
東
西
会
の
活
動
に
協
力
し
、

皆
で
伝
統
の
綱
練
り
を
し
て
綱
引
き
・
相
撲
大
会
な
ど

で
中
秋
の
名
月
を
楽
し
む

 

校
区
の
伝
統
行
事
を
小
中
学
生
と
一
緒
に
取

り
組
む
こ
と
で
伝
統
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る

 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

3
 

学
校
愛
校
作
業

 

学
校
・
校
庭
の
清
掃
な
ど
学
校
か
ら
の
呼
び
か
け
に
協

力
す
る

 

現
在
、
先
生
方
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
な
っ
て

い
る
行
事
を
地
域
全
体
に
広
げ
、
学
校
と
の

連
携
を
強
め
る

 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

4
 

鬼
火
焚
き
協
力

 
伝
統
行
事
で
あ
る
各
集
落
の
鬼
火
焚
き
行
事
に
協
力
す

る
 

徐
々
に
減
少
す
る
行
事
に
協
力
す
る
こ
と
で

伝
統
的
な
行
事
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

5
 

合
同
七
草
祝
い

 

敬
老
祝
賀
会

 

校
区
内
の
七
草
対
象
の
子
ど
も
と
そ
の
親
を
招
待
し
、

お
祝
い
す
る
。
敬
老
会
に
子
ど
も
た
ち
も
参
加
し
て
お

祝
い
す
る

 

小
学
校
入
学
前
の
親
子
さ
ん
と
の
交
流
を
図

る
。
学
校
生
活
へ
の
意
欲
と
自
覚
を
高
め
る

 

高
齢
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
て
る

 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

6
 

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
ロ
ー
ド
整
備

 

思
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
ヒ
ガ
ン
花
や
、
東
西

会
・
コ
ミ
ュ
協
の
活
動
に
協
力
す
る

 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
協
議
会
構
成
団
体
と

の
連
携
が
密
に
な
り
、
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
が
で
き
る

 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

７
 
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
協
力

 

自
治
公
民
館
ご
と
の
チ
ー
ム
編
成
で
、
子
ど
も
た
ち
と

高
齢
者
の
世
代
間
交
流
や
体
力
づ
く
り
を
推
進
す
る

 

小
中
学
生
を
チ
ー
ム
に
入
れ
る
こ
と
で
校
区

内
で
の
異
世
代
交
流
が
深
め
ら
れ
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

８
 
あ
い
ご
会
と
の
連
携

 
あ
い
ご
会
の
活
動
を
支
援
し
、
組
織
の
充
実
を
図
る

 

 

校
区
全
体
で
支
援
す
る
こ
と
で
活
動
が
充
実

し
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
が
図
ら
れ
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇
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⑤
 
 
≪
社
会
体
育
部
会
≫

 

番
号

 
事
 
業
 
名

 
事
 
業
 
内
 
容

 
事
 
業
 
効
 
果

 
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

 

６
 

７
 

８
 

９
 

1
0
 

1
 

吉
田
地
域
お
こ
し
ス
ポ
ー
ツ

大
会
へ
の
出
場

 

吉
田
地
域
で
開
催
さ
れ
る
運
動
会
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
引

き
続
き
積
極
的
に
出
場
す
る

 

 

吉
田
地
域
全
体
へ
吉
田
校
区
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
る

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

2
 

校
区
独
自
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

の
開
催

 

校
区
内
の
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
・
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
す
る

 

 

校
区
内
の
異
世
代
交
流
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ

を
と
お
し
て
健
康
づ
く
り
と
親
睦
が
図
れ

る
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 
〇

 

３
 

ス
ポ
ー
ツ
行
事
参
加
者
の
拡

充
 

各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、
固
定
化
傾
向
に
あ
る
参
加
者

の
呼
び
か
け
を
、
幅
広
く
募
る
た
め
の
工
夫
を
検
討
す

る
 

 

参
加
者
の
幅
が
広
が
る
こ
と
で
、
校
区
内

で
の
交
流
の
輪
を
広
げ
ら
れ
る

 
 

〇
 
〇

 
〇

 
〇

 

４
 

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成

 

各
集
落
か
ら
の
体
育
部
員
を
中
心
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
経

験
者
や
有
資
格
者
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、
指
導
者
と
し

て
各
種
大
会
で
の
運
営
等
に
参
加
し
て
も
ら
う

 

各
集
落
か
ら
選
出
さ
れ
て
い
る
体
育
部
員

と
は
別
に
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
と
の
協
力

体
制
を
整
え
る
こ
と
に
よ
り
、
体
育
部
員

の
負
担
軽
減
が
図
れ
る

 

 

 
 

〇
 
〇

 
〇

 

５
 

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
導

入
開
設
へ
の
協
力

 

新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
調
査
研
究
す
る

 

ボ
ッ
チ
ャ
・
フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
の
よ
う
な
、
高
齢
者

に
も
負
担
の
少
な
い
健
康
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
拓

 

現
在
、
校
区
社
協
や
成
人
学
級
が
取
り
組
ん
で
い
る
課

題
に
も
協
力
す
る

 

 

幅
広
い
ス
ポ
ー
ツ
行
事
の
活
動
で
体
力
・

健
康
づ
く
り
が
広
が
る
（
校
区
社
協
や
成

人
学
級
と
も
連
携
し
て
）

 

新
ス
ポ
ー
ツ
の
導
入
で
参
加
者
の
拡
大
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
見
込
め
る

 

 
〇

 
〇

 
〇

 
〇
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Ⅳ．資料編 

資料（１） 吉田校区の歴史 
年 事        項 

1517  吉田氏 14代位清が島津氏（島津忠隆）に下る 

1563  島津歳久 松尾城に入る 

1592  郷土芸能「城内天狗踊り」発祥 

島津歳久 竜ヶ水で自刃（７月 18日） 

1654  島津歳久公 招魂碑（心岳様シンガッサー）建立（公の死後 62年） 

1737  吉田郷から「触田」を重富郷に分割 

1862  島津久光 京都御所警備のため京都出兵 寺田屋事件 生麦事件 

1864  興化寺横に「復生館」を建て青少年教育にあたる（吉田小の前身） 

1867  大政奉還   江戸⇒東京 

1869  明治 廃仏毀釈令⇒津友寺廃寺 島津氏から敷地を学校予定地として寄贈 

1871  4 年 廃藩置県 

1874  7 年 桐野利秋（中村半次郎） 宇都谷で開墾  後に西南の役で死去 

1875 8 年 復生館（ふくせいかん）を吉田小学校に改称 

1877 10 年 西南の役 

1889 22 年 吉田郷を吉田村に改称 東佐多浦村・西佐多浦村 役場を本城に移転 

1901 34 年 県道 鹿児島←→蒲生線開通 

1926 昭和 元年  村内をバスが運行開始 

1929 4 年 吉田事件（区制の廃止、区有財産の帰属を巡って議会紛糾） 

1932 7 年 財団法人 東西佐多浦奨学会発足（理事長 大井藤助氏） 

1941 16 年 12月 8日太平洋戦争開戦 

1945 20 年 太平洋戦争終戦 

1947 22 年 吉田北中学校 開校（当初は吉田小学校講堂等を利用） 

1957 32 年 私立吉田保育所（吉田保育園の前身） 開所 

1964 39 年 吉田幼児学園（ルンビニー幼稚園の前身） 開所 

1972 47 年 町制施行 鹿児島郡吉田村⇒鹿児島郡吉田町 

1973 48 年 九州自動車道（吉田～加治木間）開通 

1980 56 年 吉田北中校舎改築・体育館新築 

1986 62 年 吉田総合運動公園完成 

1989 平成 元年（昭和 64年） 

1992  3 年 校区消防コミュニティセンター新築完成 

1993  5 年 ８月１日 吉田校区が集中豪雨による大水害を受ける 

2003 15 年 思川ウォーキングロード整備 

2004 16 年 １０月 吉田町閉町式  １１月１日 鹿児島市と合併 

2008 20 年 吉田小学校を、現吉田北中学校横に移転 
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資料（２） 吉田校区の郷土芸能 

【城内
しろうち

天狗
て ん ぐ

踊
おど

り（てんごおどい）】    保存会会長代理 馬場 和夫 

 今より４３２年前に、吉田の地を治めたのち祁答院へ移った「島津
し ま づ

歳
とし

久
ひさ

公」。九州平

定に動いた豊臣秀吉の逆鱗に触れて、ご機嫌の優れない殿様のご気分を和らげよ

うと家老が部下の武士たちに踊らせたのが始まりと言われている。公の没後、地域

の人々は遺徳を偲び「招魂碑（心岳様ｼﾝｶﾞｯｻｰ）」を建立し、折に触れ奉納してきた。 

 「おじゃ～か～」「まいべそ～」のあいさつで始ま 

る踊りは、難解なセリフまわしと、こっけいな動作で 

一般的な芸能と違う異質の芸能となっている。 

城内北・城内南集落に伝わる伝統芸能であるが 

演技披露の間隔が長く、10 年・20 年の間隔で披露 

してきた。保存会メンバーの高齢化で存続が危ぶ 

まれる中、校区全体からの支援で踊り手を確保して 

１～２年置きに披露し継承してきていたが、ここにき 

て飛び跳ねて踊る役の「天狗」と「大太鼓」の高齢化 

や体調不良により若手の確保が課題となっている。 

天狗（シンバル）1名  大太鼓 2名  小太鼓 2名 

鐘 2 名   踊り隊 20名前後 

 

【鵜ノ木の「田之神祭（遷座
せ ん ざ

祭
まつ

り）」】 

 この祭りは、五穀豊穣を祈願して行われる。1736 年西佐多浦の庄屋 池田仙右衛

門が石工の前田喜八に田之神像の制作を依頼し、鵜木の松ケ原に安置した。 

田之神像は盗まれることが好きで、盗んでもたたりが 

ないと言われていた。明治の末、鵜木の田之神が蒲生 

の青年たちにこっそりつれていかれ、寂しがる地域の 

人々のために今度は地域の青年たちが、重富の山之口 

の田之神を運んできた。 

結局、それぞれ元の場所に収まるわけだが、このよう 

なことをきっかけに、毎年３月１８日前後の日曜日に、 

田之神が鵜木と桑之丸の民家を 1年おきに行ったり 

来たりする「遷座祭り（せんざまつり）」となった。 

当日は、金峰神社の鳥居前で「棒踊り」と「獅子舞」 

をして神前へ向かう。ここで棒踊りと獅子舞の本格踊り 

となる。それが終わると「幟（のぼり）」の上につけてあ 
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る鳩に結わえつけた鳩銭を奉納。次に田起こし、稲の穂まきをして神社での田打ち

行事で終わる。 

 夕方になると田之神が宿替えになる。送る側の家では田之神に化粧をし、迎える

側と一緒になって酒宴を催す。酒がだいぶまわったころ出座歌となり、三味線・太

鼓・踊りで賑やかに出立。途中迎えの人たちの三味・太鼓も加わり一段と賑やかにな

る。 重さ１５０ｋｇの田之神は、ほろ酔い気分で丸太棒にかつがれ、春の野山をゆ 

っくりと眺めながら今年の豊作祈願をその表情ににじませている。 

新しい宿に着くと到着の歌が歌われ着座。そして遷り（うつり）の歌で酒宴が終わり

となる。 

 

 この祭りは、数年前から休眠状態となり現在、田ノ神サーは西下公民館に置かれ

ている。 

               

【西下 田ノ神棒踊り】 

 棒踊りは、古来 神社の「お田植え祭り」で踊られ、別名「お田植え踊り」というと

ころもある。 

またこの踊りは武道の奥義から編み出されたもので 

藩主が一般の士気を鼓舞し、いざという時に備える 

ため棒術を踊りに仕組んで農民の子に踊らせ鍛錬し 

たものであるとされる。吉田にはほかに「吉水棒踊り」 

「本城棒踊り」「谷上棒踊り」などがある。 

 当初は、本宗地区で舞われていたが途絶えて、 

戦後蒲生大山集落の長老から伝授されて桑之丸地区 

で舞われた。毎年 3月 18 日前後の日曜日、金峰神社の 

礼祭日「お田植え祭り」当日に、西下・鵜木の田之神遷座 

祭りと同時に行われていた。        

現在鵜木地区の有志により、北中の生徒に伝承されて学校の文化祭や運動会等

の機会に披露されている。 

 

≪以下は、現在途絶えている芸能≫ 

【さつま編笠踊り】 

 元禄時代に武士が踊っていたといわれ、いつの頃か 

らか「ほうそう（天然痘）」が軽くてすむようにと祈願し 

て踊られたので、一名「ほうそう踊り」とも言う。 踊る 

姿は、優雅で高尚な品格があり、元禄時代を偲ばせる 

                   

吉田町郷土史から転載 

吉田町郷土史から転載 
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伝統芸能である。 踊り子の服装は黒紋付き・黒 

羽織り・丸帯・緋色の長じゅばん・白足袋を履いて 

腰に脇差し手に扇子を持ち編笠を被って、三味線 

２人・太鼓１人・拍子木１人・唄２人に合わせて８人の 

踊り子で踊る。 

① 道楽（みちがく） ②出栄（でば） ③ 舞 ④ 退去楽（ひきがく）の四場面を踊る

舞い子と楽屋とで、総勢１４～１５名の人手がなければ披露は困難である。 

これまでの出演者も高齢化がすすみ、後継者が全くと言っていいほどいないの 

が現状。高尚な舞台衣装や道具の準備もたいへんである。 

 

      

【東下 太鼓踊り】 

 島津義弘の朝鮮出兵の凱旋祝いとして県内一円で踊られた。東下集落の太鼓踊

りは「道太鼓」「庭入り」「庭戻し」の３つの場面から成り立っていて、決死の勇士が

「旗指し物」を背にして敵陣へ駆け入る様子を振りつけたものであると伝えられる

勇壮な踊りである。 

 

 

 

 

 

 

 

【さむらい踊り】  

終戦までは、吉田麓の集落に「士族踊り」として伝えられ、士族ばかりで編成され

た踊りであった。戦後「士族踊り」の呼称はふさわしくないとして「さむらい踊り」と

改称された。一説によると、豊臣秀吉が朝鮮出兵後、島津配下の従軍戦士の凱旋祝

いに踊らせたのが始まりと言われている。吉田の踊りは「出陣の場」と伝えられて

いる。 現在は、踊り手や用具（鎧・兜・陣羽織り・陣笠・刀剣・槍など）が揃わず、途絶

えている。 

 

※吉田校区では独特の芸能が継承されてきた。昭和 5６年の「吉田北中学校校舎落 

成祝賀会」では、多くの芸能が継承され披露されていたが、その後衰退してきて 

いる。現在活動中の芸能も後継者不足からその継承に苦労しており、吉田校区コ 

ミュニティ協議会では、「郷土芸能」の継承と復活も大きな課題となっている。 

                  

吉田町郷土史から転載 

吉田町郷土史から転載 
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【吉田校区まちづくりアンケート集計表】　回答数の多い順に並べ替えています。

70歳代 133 夫婦のみ 142 自分で動く 321

60歳代 80 １人暮らし 98 家族が送迎 68

40～50歳代 77 夫婦と子ども 85 バス 34

80歳代 76 母子・父子 35 タクシー他 31

90歳代以上 17 複数家族同居 24 お隣や友人 14

20～30歳代 16 その他 10 その他 9

姶良市 333 知っている利用する 267 高齢世帯の見守り 162

蒲生町 88 知っている利用しない 48 災害時支援体制の把握 116

市内・吉野 61 知らない 39 子どもの登下校見守り 111

校区内 23 近所や公民館に避難 26 高齢者向け防犯教室 40

その他 12 遠方知人や身内へ移動 21 集落内での避難訓練 33

その他 16 地域全体での避難訓練 28

その他 14

高齢化と人口減少 217 買い物や病院の送迎 164 日常的な相談や助け合い 171

児童生徒の減少 119 高齢者の見守り 85 災害など緊急時の助け合い 117

耕作放棄地・空き家 113 多くがふれあう機会 62 地域の行事や奉仕作業 90

道路状況 88 交流できる場の増設 55 日頃の情報を共有 77

役員のなり手不足 50 介護予防の教室 30 趣味や楽しみを一緒に 39

公民館未加入 39 行政や施設の交流学習 18 特にない 34

通行車両のポイ捨て 38 その他 12 子どものことを考える 13

ゴミステーション 20 その他 6

相談できる行政窓口紹介 176 空き時間に自分で動く 187 行事に参加の呼びかけ 151

高齢者障害者の見守り 94 身近にできる施設整備 165 特に必要はない 71

福祉情報を増やして 81 日頃の食に気を付ける 137 当該事業所との交流 63

子育て世代への支援 50 用具や器具の整備 60 その他 20

世代間交流の場の拡充 33 同好会やクラブ作り 43

ボランティア活動支援 30 気を付けるがうまくいかない 33

健康増進講座の充実 28 ｶﾗｵｹなどを楽しめる施設 32

その他 8 指導者の確保育成 24

①世帯主の年齢 ②家族構成 ③買い物や通院の手段

④買い物先 ⑤避難場所の情報 ⑥地域の安全で必要なことは

⑫外国人労働者との交流⑪健康づくりの取組み⑩校区の福祉活動

※ 複数回答がありますので

　 合計数は合致しません。

⑧あったらいいサービス ⑨ご近所付き合い大切なこと⑦気になっていること
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⑬将来どんなまちに ⑭どんな活動が大切？ ⑮全体の重要な課題

便利で快適なまち 233 弱者を支援するまち 180 県道の拡幅や歩道整備 184

安心して子育てできる 113 ふれあい行事の充実 118 耕作放棄地や空き家対策 153

災害対策が充実したまち 110 異世代交流の場を増やす 96 公共交通機関整備 112

健康で笑顔があふれる 105 人材の確保育成 93 思川の整備 90

お互いの顔が見える 79 集落の防災組織の設立 79 企業誘致 85

活気あふれるまち 75 住民活動組織への支援 75 行事に参加しやすい雰囲気 78

行政機関と協働できる 33 生涯学習の充実 32 ミニ公園や駐車場整備 55

教育文化ｽﾎﾟｰﾂ充実の町 31 歴史や文化の伝承復活 32 公民館未加入対策 54

歴史や郷土芸能が伝わる 27 今のままで十分 31 高齢者の活躍 45

特にない 14 コミュ協公民館の協力 25

団体や地元業者との交流 15

⑫「各団体や地元事業所との連携」「耕作放棄地や空き家問題」「高齢者が活躍できる場

　づくり」は腰を据えて取り組んでほしい

④避難場所指定の吉田北中は、思川沿いにあり危険なので調査検討が必要。

⑩集落公民館を１つか２つに集約できないか。運営困難集落・公民館長手当負担の軽減回

　覧物も、中古のタブレットを支給するなど

⑪思川沿いに「桜」などを植えて、見て楽しむ遊歩道に出来ないか

※ たくさんのご意見ありがとうございました。

【アンケート手書き】　　紙面の都合で類似意見はまとめました。

①県道が狭い、急カーブがある・歩道が狭い、あっても途中で途切れていて危険

　同様の意見が、他に９件

②側溝のふたが古くなり、部分的に破損し穴が開いて危険

③道路横の雑草や立木が生い茂って、集落では除去や除草が追い付いていない。集落で作

　業してきたが、高齢化もあって難儀になってきた

⑬空き家が増えているが行政から補助金があることを知らない。でも補助金も一部なので

　負担は大きい。うまく空き家を活用できないか

⑭現在のあいばすは、便も少なく利用しずらい。あいばすで通学できるような工夫は？

⑤高齢者だけの暮らしでは買い物や通院が不便。乗り合いタクシーなどの工夫を！個人で

　のタクシー利用は高額になる

⑥児童生徒減少の問題は、保護者も含めた状況の把握が必要

⑦家の近くでミニ公園のような遊び場やちょっと弁当を広げて楽しめるような場所が欲し

　い。耕作放棄地など活用できないものか。金峰神社付近を散歩する人もいるので、整備

　できないか。　　同様の意見が、他に７件

⑨高齢で車に乗れなくなるので小さくてもいいから小売店がもう少し欲しい。地元に仕事

　の場が欲しい。今あるものは大事にしながら、若者が親元で暮らせるような働く場（企

　業誘致）の検討を

⑧田畑の荒廃・雑草の処理・鳥獣被害の対策が必要

　道路沿いの放棄地を「ミニ公園や花壇」のような活用はできないか
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事務所 開所日 
月・水・金・第１,第３土曜日 

９：00～12：00 

祝祭日は休所日 

吉田麓から松尾城を望む 

資料（４ ）コミュニティプラン策定委員名簿（令和５年度） 
 氏   名 役 職・所 属 

1 赤松 則夫 コミュニティ協議会会長 

2 大丸 法照 コミュニティ協議会副会長 

3 枇榔  稔 まちづくり部会部長 

4 佐藤 益夫 安心安全部会部長 

5 田地行 實 校区社会福祉協議会会長 

6 前田  浩 まちづくり部 成人学級長 

7 大丸 元照 吉田保育園園長 

8 軽部 美代子 陶芸家・ボランティア活動 

9 西屋敷 純子 青少年育成部・あいご会長 

10 本田 美幸 女性グループ「おごじょ会」代表 

11 池田 一彦 表郷町内会会長 

12 和泉 拓次 吉田小ＰＴＡ会長 

13 尾上 瑞樹 吉田北中ＰＴＡ会長 

14 鮫島 大久 吉田地域スポーツ推進員 

15 馬場 和夫 コミュニティ協議会事務局 

 

 

  

 

 
 

ＴＥＬ 099-800-5916 ＦＡＸ 800-5917 

Ｅ-mail yoshida-co@psc.bbiq.jp 

〒891-1301 鹿児島市西佐多町 185-4 

  吉田校区コミュニティセンター内 

吉田校区コミュニティ協議会 

mailto:yoshida-co@psc.bbiq.jp
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